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○ 外国語科 中学校第１学年 ②

｢ブラウン先生の自己紹介｣

問
評価の観点

題

番
出題の趣旨 学習指導要領との関連 関 表 理 言

号
意 現 解 ・

態 文

（３） 文字（大文字や小文字の区別）や、「書くこと」の言語活動（ア）

① 符号の使い方、語と語の区切りに注 「文字や符号を識別し、語と語

意して正確に書くことができる。 の区切りなどに注意して正しく ○

書くこと。」

（３） 資料や、書かれている内容をもと 「読むこと」の言語活動（ウ）

② に、場面にあった英文を書くことが 「物語や説明文などのあらすじ

できる。 や大切な部分を読み取ること。」

（３） 対話の流れを理解し、一連の流れ 「書くこと」の言語活動（オ） ○ ○

③ の中で疑問文を書くことができる。 「自分の考えや気持ちなどが読

み手に正しく伝わるように文と

文のつながりに注意して文章を

書くこと。」

（３） 自分のことについて紹介する文を 「書くこと」の言語活動（エ）

④ ３文書くことができる。 「身近な場面における出来事や

体験したことなどについて、自 ○ ○

分の考えや気持ちなどを書くこ

と。」


